
産学官で災害対応ロボ開発菊池製作所南相馬工場で成果発表

歩行困難な人の移動を支援する
「避難者アシストロボット」

段差を乗り越えて進む４腕式極限作業ロボット「オクトパス」

完全自律有線給電型重量級ヘリコプターは
カメラを搭載し放射線計測などに使われる

　
福
島
県
南
相
馬
小
高
区
の
再
興
を
―
。
菊
池
製
作
所
は
３
月

日
、
南
相
馬
工
場
で
産
学
官
で
取
り
組
ん
だ
災

害
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
を
披
露
し
た
。
福
島
県
の
２
０
１
４
年
度
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
産

業
集
積
支
援
事
業
に
も
採
択
さ
れ
た
４
腕
式
極
限
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
３
テ
ー
マ
を
中
心
に
計
８
件
の
成
果
を
報

告
し
た
。

年
度
か
ら
「
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
革
命
の
地
」
創
出
事
業
に
取
り
組
む
福
島
県
。
発
表
会
に
は
内
堀
雅
雄

知
事
も
出
席
し
た
。
福
島
東
部
の
浜
通
り
を
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
と
す
る
産
学
官
の
新
た
な
歩

み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

産
業
集
積
へ
第
一
歩

東北特集

　　 ２０１５年 平成２７年 ３月２７日 金曜日 【企画特集】 （ ）

　
「
こ
れ
か
ら
も
再
興
に
向

け
て
尽
力
し
て
い
く
」
。
発

表
会
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

菊
池
製
作
所
の
菊
池
功
社
長

は
福
島
か
ら
の
前
進
を
強
調

し
た
。
同
社
は
県
の
災
害
対

応
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
集
積
支
援

事
業
と
し
て
、
４
腕
式
極
限

作
業
ロ
ボ
ッ
ト
、
避
難
ア
シ

ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
、
有
線
給
電

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
３
テ
ー
マ

が
採
択
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
「
学
」
と

の
連
携
に
よ
る
も
の
。
４
腕

式
極
限
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
で
は

早
稲
田
大
、
災
害
避
難
ア
シ

ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
は
東
京
大
な

ど
、
有
線
給
電
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
は
千
葉
大
の
各
研
究
室
と

組
ん
で
開
発
を
進
め
た
。

　
大
き
な
段
差
を
４
腕
の
機

構
を
駆
使
し
て
乗
り
越
え
て

い
く
ロ
ボ
ッ
ト
。
試
作
し
た

４
腕
式
極
限
作
業
ロ
ボ
ッ
ト

「
オ
ク
ト
パ
ス
」
は
、
ク
ロ

ー
ラ
ー

無
限
軌
道

の
み

で
踏
破
で
き
な
い
不
整
地
に

対
応
す
る
。
複
雑
な
形
状
の

狭
い
農
地
や
山
間
部
の
災
害

現
場
で
の
活
躍
を
想
定
し
て

い
る
。
一
般
的
な
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
な
ど
と
違
い
、
４
本
の

腕
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
２
本

の
腕
で
つ
か
ん
だ
物
体
を
他

の
腕
を
使
っ
て
加
工
す
る
な

ど
の
複
雑
な
作
業
も
可
能
に

な
る
と
い
う
。
今
後
の
課
題

と
し
て
は
、
半
自
動
化
に
よ

る
操
作
性
の
向
上
な
ど
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
避
難
者
ア
シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
避
難
者
の
移
動
を
助
け

る
「
避
難
ア
シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ

ト
」
と
避
難
所
な
ど
で
の
避

難
者
の
生
活
を
支
援
す
る

「
避
難
生
活
ア
シ
ス
ト
ロ
ボ

ッ
ト
」
を
開
発
し
た
。
東
京

大
学
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
推
進
機
構
の
佐
藤
知
正
名

誉
教
授
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
産

業
化
に
向
け
て

普
及

を

意
識
し
た
」
と
い
う
。
避
難

ア
シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
歩

行
困
難
な
人
で
も
、
ロ
ボ
ッ

ト
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
移
動

を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
。
避

難
時
な
ど
に
、
つ
え
の
変

わ
り
と
し
て
利
用
で
き
る
。

一
方
で
、
避
難
生
活
ア
シ
ス

ト
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
避
難
所
や

住
宅
で
の
生
活
に
お
い
て
、

支
援
が
必
要
に
な
っ
た
時

に
、
Ｉ
Ｔ
を
通
じ
て
支
援
者

と
つ
な
が
る
機
能
を
持
っ
た

「
テ
レ
プ
レ
ゼ
ン
ス
ロ
ボ
ッ

ト
」
と
な
る
。
各
ロ
ボ
ッ
ト

は
南
相
馬
で
の
社
会
実
験
な

ど
を
通
じ
て
改
善
を
進
め

た
。

　
災
害
対
応
完
全
自
律
有
線

給
電
型
重
量
級
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
は
、
完
全
自
律
制
御
に
よ

る

の
積
載
物

ペ
イ

ロ
ー
ド

を
搭
載
可
能
な
ロ

ボ
ッ
ト
。
有
線
給
電
に
よ
る

無
制
限
時
間
の
ホ
バ
リ
ン
グ

を
可
能
と
す
る
電
動
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
開
発
を
目
的
と
し

た
。

　
開
発
し
た
電
動
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
、
機
体
材
料
に
炭
素

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

を
用
い
た
。

直
径
は
２
・
４

と
大
き

い
。
機
体
重
量
は

。

推
力
を
得
る
た
め
の
モ
ー
タ

ー
は
６
個
を
使
用
し
た
。
こ

の
無
人
で
飛
行
で
き
る
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
使
い
、
高
濃
度

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
領
域

を
検
出
可
能
と
す
る
ガ
ン
マ

カ
メ
ラ

重
量
約

を
搭
載
。

―

の
高
度

を
定
位
置
に
ホ
バ
リ
ン
グ

し
、
同
カ
メ
ラ
に
よ
る
放
射

染
測
定
な
ど
を
用
途
と
し
て

い
る
。
高
精
度
な
セ
ン
サ
ー

に
よ
る
交
通
渋
滞
な
ど
の
監

視
、
農
業
分
野
で
は
農
薬
散

布
な
ど
の
利
用
も
見
込
め
る

と
い
う
。
今
後
の
課
題
と
し

て
は
、
振
動
な
ど
機
体
の
制

御
性
能
の
改
善
な
ど
に
取
り

組
む
方
向
だ
。

　
今
回
の
成
果
発
表
会
で
は

災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
と
と
も

に
県
の
「
医
療
福
祉
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
成
果
も
展
示
さ

れ
た
。
菊
池
製
作
所
で
は
、

福
島
・
南
相
馬
に
大
学
が
持

つ
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
者
の
集
積

も
進
め
て
い
く
考
え
を
持

つ
。
復
興
に
向
け
た
産
業
集

積
と
と
も
に
、
一
柳
健
執
行

役
員
副
社
長
は
「
ロ
ボ
ッ
ト

分
野
の

頭
脳

の
集
積
も

こ
の
地
に
進
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
し
、
日
本
全

体
で
の
取
り
組
み
を
強
調
す

る
。


